
経
営
の
散
歩
道

川
中
経
営
所
長
　
川
　
中
　
清
　
司

▼
寓
慶
寺
の
山
門
か
ら
西
を
望
む
と

ひ
ろ
び
ろ
と
田
園
が
開
け
、
は
る
か

か
な
た
に
南
越
の
山
並
み
が
続
き
、

そ
の
中
を
日
野
川
が
流
れ
て
い
た
。

伽
ら
ん
に
は
さ
え
ぎ
る
も
の
と
て

な
く
陽
光
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
殊
に
空

い
っ
ぱ
い
を
茜
（
あ
か
ね
）
に
染
め

て
、
越
知
山
に
夕
陽
が
沈
む
光
景
は

た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
。

▼
の
ち
に
一
要
和
尚
が
こ
の
寺
の
第

二
世
を
継
い
だ
と
き
、
そ
の
就
任
の

普
山
式
に
臨
ん
だ
承
天
禅
師
は
次
の

詩
を
贈
っ
て
い
る
。

途
を
萬
慶
に
取
れ
ば
暮
春
の
天

草
屋
常
に
飾
る
　
宝
寿
の
座

河
畔
長
く
　
浮
ぶ
　
済
渡
の
舶

永
平
に
発
起
せ
る
　
初
転
法

享
浄
に
分
閲
し
て
一
流
の
禅

困
に
此
地
今
小
な
り
と
思
え
ど

陽
光
の
主
在
る
限
り
徳
賢
な
り

深
い
詩
意
は
訳
せ
な
い
が
、
今
風

に
言
え
ば
こ
ん
な
内
容
だ
ろ
う
か
。

萬
慶
寺
へ
と
道
を
進
め
る
と

の
ど
か
な
暮
春
の
空
の
も
と

草
屋
の
中
に
　
み
俳
の
座
が

飾
ら
れ
て
い
る

日
野
川
の
長
い
河
畔
に
浮
ぶ

衆
生
を
救
う
舟
の
よ
う
だ

永
平
寺
で
説
き
起
し
た
俳
法
が

享
浄
山
　
萬
慶
寺
に
受
つ
が
れ

一
流
の
禅
の
通
が
開
か
れ
た

ま
だ
こ
の
地
は
　
小
さ
い
が

陽
光
和
尚
が
こ
こ
に
在
れ
ば

そ
の
高
い
徳
と
　
賢
明
さ
で

悌
法
が
　
広
め
ら
れ
て
い
く

▼
や
が
て
禅
師
は
隠
去
し
て
江
戸
に

出
て
、
延
亨
元
年
（
一
七
四
四
）
六

月
十
四
日
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

永
平
寺
で
は
七
月
十
四
日
に
茶
毘

式
（
葬
儀
）
を
と
り
行
い
、
七
日
間

に
わ
た
り
門
前
の
鳴
物
な
ど
を
停
止

さ
せ
て
喪
に
服
し
た
。

▼
時
は
移
り
世
が
変
わ
っ
て
幕
末
の

頃
、
鯖
江
七
代
藩
主
の
間
部
詮
（
あ

当
時
、
幕
府
は
勅
許
を
待
た
ず
し

て
日
米
通
商
の
神
奈
川
条
約
を
結
ん

だ
が
、
無
断
で
調
印
し
た
こ
と
が
尊

皇
壊
夷
運
動
を
激
化
さ
せ
た
た
め
、

調
印
に
至
っ
た
経
過
説
明
に
問
部
詮

勝
が
朝
廷
に
参
内
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
「
安
政
の
大
獄
」

が
強
行
さ
れ
、
橋
本
左
内
、
吉
田
松

陰
ら
が
処
刑
さ
れ
て
、
詮
勝
は
井
伊

大
老
と
意
見
が
合
わ
ず
幕
閣
を
去
る
。

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
、
井
伊

大
老
は
桜
田
門
外
で
水
戸
浪
士
に
襲

わ
れ
て
非
業
の
最
期
を
と
げ
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
、
間
部

詮
勝
は
隠
居
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
剃

髪
し
て
名
を
松
堂
と
改
め
、
専
ら
書

画
を
た
の
し
む
日
を
送
っ
た
。

▼
百
四
十
五
年
前
、
間
部
詮
房
が
幕

赤
穂
義
士
と
商
慶
寺

そ
の
1
0

き
）
勝
が
、
中
央
政
界
に
登
場
す
る
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
三
四

才
の
若
さ
で
大
阪
城
代
と
な
り
、
十

一
年
に
は
江
戸
城
西
ノ
丸
の
老
中
と

な
っ
た
。
し
か
し
老
中
首
座
の
水
野

忠
邦
と
意
見
が
合
わ
ず
解
任
と
な
る
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
井
伊

直
弼
が
大
老
に
就
く
と
、
詮
勝
は
再

び
老
中
・
勝
手
掛
兼
外
国
御
用
掛
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
い
わ
ば
大
蔵
大
臣
と

外
務
大
臣
を
兼
任
す
る
よ
う
な
大
役

で
あ
る
。

政
の
中
枢
に
あ
り
な
が
ら
、
や
が
て

政
変
に
あ
い
越
後
村
上
に
下
っ
た
の

と
同
じ
構
図
を
た
ど
り
、
権
力
の
座

に
あ
る
者
の
空
し
さ
を
物
語
る
。

▼
平
成
五
年
五
月
十
五
日
、
承
天
禅

師
の
二
五
〇
回
忌
の
大
法
要
が
、
萬

慶
寺
で
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

八
八
才
の
永
平
寺
貫
主
の
丹
羽
廉

芳
禅
師
が
自
ら
三
拝
九
拝
す
る
献
茶

の
式
に
臨
ま
れ
た
。
導
師
と
な
っ
た

第
二
十
二
世
の
久
我
孝
則
師
（
現
在
、

永
平
寺
副
監
院
）
が
身
に
纏
う
緋
衣

は
、
あ
ざ
や
か
な
真
紅
の
陽
光
に
似

て
人
々
の
感
動
を
よ
ん
だ
。

▼
赤
穂
義
士
と
承
天
禅
師
、
そ
し
て

間
部
詮
房
。
そ
れ
ら
の
時
代
を
生
き

抜
い
た
杉
の
老
木
が
い
ま
も
静
か
に

そ
し
て
た
く
ま
し
く
、
寓
慶
寺
の
境

内
に
息
づ
い
て
い
る
。

▼
萬
慶
寺
門
前
の
宝
産
業
舗
（
鯖
江

市
深
江
町
）
が
こ
の
ほ
ど
〝
萬
慶
寺

勝
餅
″
を
作
っ
た
。
承
天
禅
師
の
二

五
〇
回
忌
と
、
藩
主
間
部
詮
勝
が
措

い
た
大
き
な
天
井
絵
、
龍
神
・
雷
神
・

風
神
の
修
復
を
記
念
し
た
も
の
だ
。

承
天
禅
師
の
真
筆
で
「
即
法
身
」
。

座
禅
そ
の
も
の
が
悟
り
の
意
味
を

表
し
て
い
る
。
（
萬
慶
寺
宝
物
）

承
天
禅
師
は
好
ん
で
か
き
餅
を
会

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
頃
の
作
り
方

を
生
か
し
て
、
ポ
リ
ポ
リ
と
歯
も
ろ

く
て
う
ま
い
。
赤
穂
浪
士
が
仇
討
ち

に
勝
っ
た
の
に
因
ん
で
勝
餅
と
名
づ

け
た
が
、
箱
の
絵
の
、
禅
師
を
仰
ぎ

み
る
義
士
た
ち
の
眠
が
キ
ラ
リ
と
輝

い
て
い
る
の
が
面
白
い
。

－
お
わ
り
ー


